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1.1. 吉枝 (2004) 
吉枝 (2004)では、本稿のエザーフェ構文にあたる、サンドイッチ構文について以下のよ
うに述べている。 
                                                        
1 ペルシア語は、インド・ヨーロッパ語族インド・イラン語派のイラン語派に属する。イラン、アフガニ
スタン、タジキスタンの公用語である。ペルシア語の表記には、アラビア文字に新しく作られた 4 つの文






(1) gol-e  sorkh  (2) kuh-e   kheyli  boland  (3) kif-e    jaded-e   man  (4) neveshtan-e  nāme 
   花-e   赤い        山-e   とても   高い         財布-e 新しい-e 私        書くこと-e  手紙 
 「赤い花」      「とても高い山」        「私の新しい財布」    「手紙を書くこと」 
エザーフェは、子音に続く場合には前の語に続けて/-e/と読まれるが、先行語が母音で終わる場合は、
エザーフェが続くことによって生じる母音の連続を避けるために/y/を挿入し、/-ye/と発音する(吉枝 2004: 
25-29 より要約 )。 
3 『現代ペルシア語辞典』(黒柳 1995: 116-117 )の前置詞 be の項目には、以下 11 点の意味が挙げられてい
る。(1) (与格の前に)…に  (2) (方向)…に、…へ  (3) (誓い)…にかけて  (4) (状態の変化)…に  
(5) (関連、関係)…に、…には  (6) (接触) …に  (7) (手段、方法)…で  (8) (値段)…で 
(9) (結合・愛着・執着)…に、…へ  (10) (適合、準拠)…によって  (11) (抽象名詞と共に)副詞を表す。 
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ペルシア語では、特定の形容詞に、その対象となる名詞がエザーフェで連結されて、動詞との間に
入ることがあります。動詞は būdan と shodan のみが用いられます。      
  (吉枝 2004: 95 ) 




(1) ū      vāred-e          otāq     shod. 
彼    入った-e      部屋    Cop:3Sg.Past 
(彼は部屋に入った )                                    (吉枝 2004: 95 ) 
 
また、前置詞 be を使った書き換えについて以下のように述べている。 
 
  なお、サンドイッチ構文は、前置詞 be「～に」で書き換えることが可能です。このときは、エザー
フェは入りません。                             (吉枝 2004: 95 ) 
 
(2) ū     be    oātq    vāred      shod. 
彼   に    部屋    入った   Cop:3Sg.Past 
(彼は部屋に入った)                                     (吉枝 2004: 95 ) 
 
1.2. 横山 (1992) 
横山 (1992)は、形容詞を動態形容詞と状態形容詞に分け4、ペルシア語の動態形容詞を使
った形容詞型を形態の上で 3 つの型に分類している。 
 
動態形容詞は、繋辞(būdan, shodan)及び他の義務的要素と結合し、動詞として機能する「形容詞型」
を構成している。それは形態の上から次の 3 つの型に分類することができる。 
 
1. 【(S)＋C＋A＋繋辞】型 
 2. 【(S)＋[C-/e/-N]＋繋辞】型 
3. 【(S)＋C＋繋辞＋ke 補文】型 
(S＝主語 C＝形容詞 A＝付加詞 N＝名詞 /e/＝連結詞)          
(横山 1992: 210 ) 
                                                        





にもある、としている(荒木 1982: 349-350, 1155-1156 より要約)。 
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【(S)＋[C-/e/-N]＋繋辞】型は、本稿のエザーフェ構文にあたる。 
また、横山 (1992)は、吉枝 (2004)と同じく、書き換えの問題について言及している。 
 
前置詞 be をとる【(S)＋C＋A＋繋辞】型の形容詞には、【(S)＋[C-/e/-N]＋繋辞】型と重な
るものがみられる。be ~ vāred shodan はその一つで、vāred-e ~ shodan に書き換えが可能で
ある。                        (横山 1992: 210-213 を要約。) 
 
























4989 例を手作業で拾う。その中から be 構文についての例文があるものをまず先に抽出す











    
前置詞 be を含む例文なし                 前置詞 be を含む例文あり 











25,000 語の見出し語と、用例に収めた合成語とを合わせると 50,000 語以上の語彙を収録し
ており、最も収録語数が多いものの一つであるからである。 
選定基準として、『辞書』では、形容詞と品詞分類されている単語をすべて抽出する。 
『google』では、動詞が būdan, shodan の活用形で、be 構文の形を取っているものを抽出
する。その際、検索結果のページ数が 10 ページ以上の場合は 10 ページ目まで参照し、10
ページ以下の場合は、全ページ数を参照する。したがって 11 ページ以降に be 構文が現れ
た可能性も否定できない。また、この『google』にたまたま用例がなかった、be 構文につ
いても扱えていない。なお、1 ページあたりに 10 件の検索結果が表示される。 
 
2.2. アンケート調査 
 『辞書』と『google』から得られた be 構文の用例を、筆者自身がエザーフェ構文に書き
換える。書き換えた文をインフォーマントに読んでもらい、自然か不自然か、○×で答え
てもらう。今回のアンケート調査では以下の 3 名のインフォーマントの方々に協力して頂
いた。なお、年齢は 2007 年のものである。 
 
インフォーマント A: 女性・シーラーズ出身・50 歳・教師・45 歳から現在まで日本在住 
インフォーマント B: 女性・テヘラン出身・27 歳・学生・20 歳から現在まで日本在住 
インフォーマント C: 男性・シーラーズ出身・58 歳・自営業・46 歳から現在まで日本在住 
 
3. 調査結果 
 『辞書』から 43 例、『google』から 89 例、合計 132 例を収集した。 
インフォーマントごとの結果を以下の表 1 にまとめる。なお、○は書き換え可能、×は
不可能を表す。( )内は、『辞書』からの用例数／『google』からの用例数を表す。 
前置詞 be と形容詞を『google』に入力。 
be 構文と考えられるものを抽出する。 
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表 1: アンケート結果 
インフォーマント ○ × 
A 51(21/30) 81(22/59) 
B5 27(8/19) 105(35/70) 







た用例を 0 点、合計 3 人の 3 点満点で形容詞に点数をつけていく。調査結果を点数ごとに
分類し、それぞれの動態形容詞と状態形容詞の数を示したものを以下の表 2 にまとめる。 
 
表 2: 点数ごとの動態形容詞と状態形容詞の数 
点数 全形容詞の数 動態形容詞の数 状態形容詞の数 
3 24 18 6 
2 15 11 4 
1 24 11 13 
0 69 33 36 
 
これらの結果を総合して、書き換えに関して判明したこと、形容詞に関して判明したこ
とをそれぞれ 4.1.と 4.2.で先行研究と照らし合わせながら見ていく。 
 
4.1. 書き換えに関して判明したこと 







できた。また、表 2 を見ると、動態形容詞の方が状態形容詞よりも多くエザーフェ構文に 
                                                        
5 A と C の回答結果と比べると、B は書き換え不可能とする回答が多かった。明確な理由はわからないが 
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使われている、ということが分かる。 
 以下、1 人でもインフォーマントが書き換え可能と判断した形容詞の例(すなわち、1 点
以上の形容詞の例)を、動態形容詞と状態形容詞ごとに見ていく。その際、荒木 (1982)を参
考にして、動態形容詞と状態形容詞をそれぞれ意味分類する。動態形容詞は、動作、変化、
移動、(体の)感覚、これら 4 つ以外を表しているもの(その他とする)の 5 つに分類した。ま
た、状態形容詞は、関係、状態、知覚、認識、これら 4 つ以外を表しているもの(その他と
する)の 5 つに分類した。 
 
4.2.1. 動態形容詞 
1 点以上の動態形容詞を意味分類したものについてまとめたものを以下の表 3 に示す。 
 
表 3: 書き換え可能と判断された動態形容詞の意味分類 
  動作 変化 移動 (体の)感覚 その他 合計 
3 点 8 0 2 0 8 18 
2 点 1 0 2 0 8 11 












(3) man        maznūr-e       ū           hast-am. 





(4) in        keshvar-hā              nāfermān-e       man      shod-and 
この  国-Pl                       反抗する-e      私         Cop-3Pl.Pass. 
(国々は私に反抗した) 
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●「･･･したい気がする」、「･･･したい気になる」、「･･･したいと思う」、「必要とする」、「切
望している」と「渇望する」→願望や希望を意味する形容詞 
(5) mohtāj-e       in            ast. 




 1 点以上の状態形容詞を意味分類したものについてまとめたものを以下の表 4 に示す。 
 
表 4: 書き換え可能と判断された状態形容詞の意味分類 
  関係 状態 知覚 認識 その他 合計 
3 点 1 4 0 0 1 6 
2 点 1 2 0 0 1 4 









(6) shāyeste-ye            haqq        būd. 





(7) ālūde-ye                            in           mi-shav-ad. 







今回の調査では、判明したことは以下の 3 点である。 
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